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 社会のあらゆる活動の根幹をなすコミュニケーション、そのための最も重要なメディア

は、日本語や英語など、誰もが日常で使っている言語（ことば）です。人が話すこうした

言語を、情報科学ではプログラミング言語などの形式言語と区別して「自然言語」と呼び

ます。本研修では、自然言語で表現され、伝達され、蓄積される情報や知識をコンピュー

タで処理する、「自然言語処理」と呼ばれる人工知能技術の研究開発を実際に体験し、「言

葉がわかる」コンピュータ作りの難しさと面白さ、その可能性に触れてもらいます。 

 具体的な研究テーマは受講者の興味と実力に応じて話し合いで決める予定ですが、例え

ば次のようなものが考えられます。 

• ウェブ上の大量の対話データと深層学習による自然言語対話ボットの試作 ツイッタ

ー上での対話のデータなど、大量の対話データから自然な応答をディープラーニング等

で学習し、自然言語対話ができるシステムを試作する。 

• ウィキペディアを利用した質問応答システムの開発 ウィキペディア日本語 85 万記事

（あるいは英語 400万記事）を自動解析し、そこから構築する知識ベースを用いて自然

言語の質問に自然言語で答えるシステムを試作する。 

• 自然言語処理によるソーシャルメディアの情報分析 さまざまな意見やデマ、訂正など

の情報がソーシャルメディア上でどのように拡散するかを科学的に分析する。 

 来年春の学会発表（言語処理学会、人工知能学会など）を目指します。人工知能や言語

処理、コミュニケーションに興味がある人、プログラミングが好きな人、プログラミング

の経験を積みたい人、歓迎します。期間中は各人にノート PC（MacBook Air）を貸与し、

意欲があれば空いた時間にいつでもどこでも課題に取り組める環境を用意します。先輩達

が取り組んだテーマについては本研究室の Webページをご覧ください。 

https://www.nlp.ecei.tohoku.ac.jp/lec/step-qi-school/ 

 

一昨年度の受講生が書いてくれたブログ記事（研修の様子がわかると思います） 

アドバンス創造工学研修（乾・鈴木研究室）での体験談 

http://www.ecei.tohoku.ac.jp/stepQI/topics/2019/04/044823.html 
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